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Great Little Town ASHIYA
課名等組織の名称は、平成１４年３月３１日現在のものです。�

4月1日号�

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

　芦屋川沿いの桜並木は、業平橋以南の松
並木と並び、芦屋の代表的な景観の一つ。
大正橋から北の川沿い、震災にも耐えた桜
の満開は絶景。

人口と面積＜平成14年３月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数87,939／男40,808／女47,131／世帯数37,810■推計人口　総数86,131／男39,794／女46,337／世帯数35,490　＜面積＞18.57㎞2

大正橋のたもと～芦屋川の桜

　
総
合
公
園
の
整
備
は
、
計
画
段
階
か
ら
市
民
参
加
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
総
合
公

園
を
「
市
民
の
森
」
と
し
て
、
つ
く
り
、
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
陽
光
緑
地
で

実
施
し
ま
し
た
桜
の
植
樹
に
引
き
続
き
、
家
族
の
誕
生
、
入
学
、
成
人
、
結
婚
等
の

記
念
に
植
樹
し
て
い
た
だ
く
市
民
記
念
植
樹
を
再
開
し
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
人
生
の
記
念
を
樹
木
に
託
す
、
こ
の
事
業
に
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
　
四
月
一
日(

月)

参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た
、
市
内
に
所
在
す
る
団
体

植
樹
場
所
　
芦
屋
市
総
合
公
園(

陽
光
町
地
内)

　
　

植
樹
時
期
　
平
成
十
五
年
三
月
ご
ろ

植
樹
樹
木
　
五
百
二
十
本(

十
六
種)

　
　
　

参
加
費
用
　
Ａ
コ
ー
ス(

ア
メ
リ
カ
デ
イ
コ)

〜
Ｕ
コ
ー
ス(

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ)

　
　
　
　
　
一
万
一
千
円
〜
十
四
万
三
千
円

※
費
用
に
は
、
樹
木
費
、
記
念
プ
レ
ー
ト
作
成
費
、
植
樹
工
事
費
を
含
み
ま
す
。

※
記
念
プ
レ
ー
ト
に
記
念
日
、
日
付
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
ま
す
。

※
植
樹
さ
れ
た
樹
木
は
市
に
帰
属
し
、
植
樹
後
の
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
　
参
加
費
用
を
持
参
の
上
、
都
市
整
備
公
社
み
ど
り
の
課（
精
道
町
五
ー
一
一

1
#8
２
１
０
３)

へ
。

＊
詳
細
は
、
『
広
報
あ
し
や
』
四
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
記
念
植
樹
で

　
総
合
公
園
を
市
民
の
森
に

問
い
合
わ
せ
　
公
園
緑
地
課
　
1
#8
２
０
６
５

第14回 芦屋さくらまつり
らんまん

～春爛漫！好きです！桜も　人も　このまちも！～

４月６日(土)
　午前11時～午後８時　縁日
　午後１時～１時15分　オープニング・セレモニー
　午後１時15分～４時　イベント（県立芦屋高校吹奏楽部、サンライズジャズ

オーケストラ、婦人会フラダンス、青山浩志ミニライブ)　
　午後５時～７時 第３回 ワールド ミュージックフェスタ in ASHIYA
４月７日(日)
　午前11時～午後８時 縁日
　正午～午後３時15分 イベント（フォルクローレ：フォルタレサ・インカス、

県立芦屋南高校邦楽部、農楽演奏：芦屋チャンゴ、
ゴスペル：ＴＨＥ Ｖ.Ｏ.Ｗ)

　午後４時～７時 第３回 ワールド ミュージックフェスタ in ASHIYA
　午後７時～７時15分 さくらまつり協賛“海外旅行”抽選会

日　時　４月６日(土)、７日(日)　午前11時～午後８時　
会　場　芦屋川東側道路(大正橋～国道２号線)

問い合わせ
芦屋さくらまつり協議会事務局（コミュニティ課内）　138-2007
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持
参
す
る
も
の

　
通
知
は
が
き(

犬

の
登
録
を
し
て
い
る

か
た
に
送
付)

費
用(

一
頭
に
つ
き)

　
登
録
済
み
の
犬
は

三
千
二
百
円
、
注
射

と
新
規
登
録
の
犬
は

六
千
二
百
円

注
意
事
項

①
注
射
の
前
に
は
、

必
ず
犬
の
健
康
状
態

を
確
認
し
て
お
い
て

　
く
だ
さ
い
。

②
以
前
に
予
防
注
射
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
や

け
い
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

犬
、
老
犬(

十
歳
以
上)

、
妊
娠
犬
、
攻
撃

性
の
あ
る
犬
な
ど
は
、
事
前
に
動
物
病
院

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
会
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合
、
六
月
末
日
ま

で
に
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

④
注
射
の
際
、
犬
を
押
さ
え
て
く
だ
さ
い
。

　
芦
屋
市
国
民
健
康
保

険
で
は
、
疾
病
の
予

防
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
通
じ
て
、被
保

険
者
の
健
康
の
増
進
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク

検
査
料
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
か
た

①
申
請
時
に
お
い
て
、

　
一
年
以
上
継
続
し
て

　
芦
屋
市
の
国
民
健
康

　
保
険
に
加
入
さ
れ
て

　
い
る
か
た

②
昭
和
四
十
二
年
四
月

　特別徴収により保険
料を納めているかたが
転出・死亡等により資
格喪失され、年金から
の徴収を止めるには年
金保険者(社会保険事
務所等)への届け出が
必要です。徴収停止ま
でに２～３カ月かかり
ます。

　
平
成
十
三
年
度
分
の
介

護
保
険
料
を
特
別
徴
収(

年

金
か
ら
の
天
引
き)

の
方
法

に
よ
り
納
付
し
て
い
る
か

た
で
、
引
き
続
き
四
月
一

日
に
芦
屋
市
に
在
住
の
か

た
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま

で
に
つ
い
て
は
平
成
十
四

年
二
月
分
と
同
額
の
月
割

保
険
料
額
を
年
金
か
ら
徴

収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
を「
仮
徴
収
」と
い
い

ま
す
。

　
仮
徴
収
を
行
う
の
は
、

平
成
十
四
年
度
の
介
護
保

険
料
の
決
定
が
市
民
税
の
賦
課
決
定
後
の

六
月
中
旬
以
降
と
な
る
た
め
で
、
十
月
か

ら
三
月
に
正
式
な
特
別
徴
収(

本
徴
収)

を

行
い
ま
す
。
特
別
徴
収
の
月
割
保
険
料
額

は
、
年
額
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し

引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。
特
別
徴
収
の
か

た
に
は
、
四
月
初
旬
に
「
仮
徴
収
の
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
普
通
徴
収(

銀
行
や
郵
便
局
の
窓
口
で
納

段　階 区　　分

第１段階
生活保護受給者または老齢福祉年金受
給者で世帯全員が市民税非課税の場合

第２段階 世帯全員が市民税非課税の場合
第３段階 本人が市民税非課税の場合

第４段階
本人が市民税課税者で合計所得金額が
250万円未満の場合

第５段階
本人が市民税課税者で合計所得金額が
250万円以上の場合

年間保険料 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

17,040 2,800 2,800 2,800 3,040 2,800 2,800

25,560 4,200 4,200 4,200 4,360 4,300 4,300
34,080 5,600 5,600 5,600 5,880 5,700 5,700

42,600 7,100 7,100 7,100 7,100 7,100 7,100

51,120 8,500 8,500 8,500 8,620 8,500 8,500

※平成13年度と保険料段階に変更のない場合の月割額です。４月・６月・８月は、仮徴収額です。

平成14年度特別徴収額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

介護保険料 特別徴収について
問い合わせ　介護保険課　138-2046

　
広
報
あ
し
や
二
月
十
五
日

臨
時
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
、
四
月
一
日
か
ら

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま

人
間
ド
ッ
ク
検
査
料
助
成
の
上
期
受
け
付
け

　
二
日
以
前
生
ま
れ
の
か
た

③
申
請
時
に
お
い
て
、
納
期
限
の
過
ぎ
て

　
い
る
保
険
料
に
未
納
が
な
い
か
た

④
今
年
度
、
本
制
度
の
助
成
を
受
け
て
い

　
な
い
か
た

検
査
機
関
　
芦
屋
病
院

定
員

　
各
日
三
人(

先
着
順)

　
　
芦
屋
病
院
で
、
一
般（
検
査
料
助
成
の

な
い
人
）の
受
付
が
あ
れ
ば
、
そ
の
検

査
日
の
定
員
は
減
員
さ
れ
ま
す
。

検
査
日

　
　
四
月
八
日
〜
九
月
二
十
七
日（
月
、

水
、
金
曜
日
）。国
民
の
祝
日
は
除
く
。

申
し
込
み

　
　
四
月
三
日(

水)

か
ら
、
国
民
健
康
保

　
険
証
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金

　
課
保
険
係
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
保
険
係
　
1
#8
２
０
３
５

４/３～助成内容

コース 検査日 検査料金 助成金額 個人負担額
成人病検診 月・金曜日 38,000円 26,600円 11,400円
成人病・癌検診 水曜日 43,000円 26,600円 16,400円

下水道使用料（２カ月分・消費税抜き）
区　　分 水　　量 新使用料 旧使用料
基本使用料 20m3以下 1,060円 920円

21m3～40m3の部分 82円 71円
41m3～60m3の部分 110円 95円

超過使用料 61m3～80m3の部分 140円 121円
１m3につき 81m3～100m3の部分 167円 144円

101m3～500m3の部分 181円 156円
501m3以上の部分 188円 162円

公衆浴場用 1m3につき  29円 25円
す
。
下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
料
金
と
と

も
に
二
カ
月
分
ま
と
め
て
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
使
用
分
は
旧
料
金
で
、
四
月
一
日

４月１日から下水道使用料が変わります
問い合わせ　建設部総務課　138-2060

以
降
の
使
用
分
は
新
料
金
で
そ
れ
ぞ
れ
日

割
り
計
算
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な

が
ら
、
安
定
し
た
下
水
道
事
業
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

狂犬病予防注射と
犬の新規登録のお知らせ

問い合わせ　環境管理課　138-2050

＊犬の登録事務および狂犬病予防注射以外の業務
　は、従来どおり兵庫県動物愛護センター(106-
　6432-4599)で行っています。

■固定資産税・都市計画税　４月４日(木)　＊納期は、第
１期：４月30日(火)、第２期：７月31日(水)、第３期：
12月25日(水)、第４期：平成15年２月28日(金)　

■軽自動車税　５月１日(水)　＊納期は５月31日(金)
■個人市・県民税（特別徴収）　５月13日(月)　＊納期は毎
月10日

■個人市・県民税（普通徴収）　６月７日(金)　＊納期は、
第１期：７月１日(月)、第２期：９月２日(月)、第３期

　：10月31日(木)、第４期：平成15年１月31日(金)

納税通知書等の発送予定・納期

問い合わせ　課税課管理係　138-2015

市内の動物病院

病　院　名 住　所 電話番号
フジタ動物病院 松ノ内町3-19 31-6500
ブル動物病院 茶屋之町3-2 23-5655
芦屋動物病院 打出小槌町9-1 22-3961
飯盛動物病院 南宮町12-24 38-5554
野口動物病院 東山町2-6 32-1551

集合注射日程表

13：15～14：15 14：45～15：30
４／15日(月) 旧山手幼稚園前 楠公園
４／16日(火) 呉川公園 山麓公園（*1）
４／17日(水) 岩園保育所東側 川西運動場（*2）
４／18日(木) 中央公園 三条公園
４／19日(金) 東芦屋公園 奥池バス停前
（*1）山麓公園：芦屋病院東側で和風園南側
（*2）昨年度の津知公園は、川西運動場に変更し
　　ました。

　
広
報
あ
し
や(

4
／
15)

の
発
行
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
　
広
報
課
　
1
#8
２
０
０
６

　
四
月
十
五
日(

月)

は
新
聞(

朝
刊)

休
刊
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
休
刊
の
場
合
、
『
広
報
あ
し
や
』
は
四
月

十
四
日(

日)

の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。
休
刊
で
な
い

場
合
は
、
四
月
十
五
日(

月)

の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。

一
　
般
　
用

日　時　４月16日(毎月第３火曜日)
　　　　午前９時30分～11時30分
会　場　潮見小学校内ゆうゆう倶楽部
内　容　理学療法士、保健師による体操
　　　　・健康相談・レクリエーション
　　　　・創作活動など
対　象　市内在住の65歳以上のかたで日
　　　　常生活は自立しているが、外出
　　　　の機会の少ないかた。
　　　　(送迎はありません)

いきいき教室

問い合わせ
保健センター　131-1586

付
す
る
方
法)

の
皆
さ
ん
に
は
、
七
月
に

「
平
成
十
四
年
度
介
護
保
険
料
納
付
通
知

書
」
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

　

日　時　５月25日(土）午後５時開演(午後４時開場）
会　場　ルナ・ホール
出　演　川村龍一(プロデュース・司会)
　　　　タイガー大越(トランペット)
　　　　北野タダオとアロージャズオーケストラ
　　　　ジャネット(ボーカル)、東原力哉(ドラム)ほか　
入場料　(前売）4,000円、(当日）4,500円　全席指定
　　　　前売り券売切れの場合、当日券は発売しません。
チケット発売　モンテメール大蓄、大丸芦屋店商品券売り場、市民センター内グリル業
　　　　　　　平、市役所売店、文化振興財団事務所、チケットぴあ、ローソンチケット

川村龍一プロデュース　ルナ・サウンド・クルーズ2002
～スタンダード　ジャズ　フロム　Ashiya～

問い合わせ　文化振興財団　131-4962(〒659-0068 業平町8-24)

具体的な計算例(一般用・２カ月50ｍ3使用の場合)
20m3以下の部分 1,060円(ア）
21m3～40m3の部分 82円×20m3＝1,640円(イ）
41m3～50m3の部分 110円×10m3＝1,100円(ウ）
(ア)(イ)(ウ)の合計3,800円×1.05＝3,990円が支払額となり
ます。
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中央水道工務所

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

(株）みなと設備

(資）神明商会

東山商会

店　名 TEL 当番日
水道の修理は

「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【4月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

１、10、19、28

２、11、20、29

３、12、21、30

４、13、22

５、14、23

６、15、24

７、16、25

８、17、26

９、18、27

●平日の昼間は水道部へお尋
　ねください。
●土・日・祝日は市役所(131-
　2121)へお尋ねください。
●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

31-8548

0798-34-7941

22-3565

31-1882

桜
㈱ウエシマコーヒーフーズ社長

　　上島　一泰

【芦屋川カレッジ第19期生】
■日程　５月８日～平成15年３月５日、毎週水曜日(必
修コース36回、選択コース15回)　■会場　市民センタ
ー401室ほか　■内容　必修コース…10：00～11：30
(全員が受講)、選択コース…13：15～14：45(３週間に
１回、以下のコースから選択)①ふるさとコース…芦屋
の自然、文化を再発見②生活コース…日常生活を快適
にするエッセンスを求めて③探求コース…人類の挑戦、
地球の可能性を探る　■定員　100人(ふるさとコース：
35人、生活コース：30人、探求コース：35人)　■応募
資格　市内在住満60歳以上で、初めて受講するかた(昭
和17年４月１日以前に生まれたかた)　■受講料　年間
5,000円
【芦屋川カレッジ聴講生】
■応募資格　芦屋川カレッジの修了生　■定員　各コ
ース60人(１人１コース)　■受講料　年間2,000円
【芦屋川セカンド・カレッジ】

講座名／日時／会場／定員／受講料／託児
【健康講座ー楽しい睡眠】
４月25日～５月30日(全６回、木曜日中心)14:00～15:30／301室他／100
人／1,000円／託児なし
【幼児教育学級】
５月１日～６月７日(全６回、金曜日中心)10:00～11:30／203室中心／
30人／1,000円、別途材料費必要(1,000円程度)／託児あり
【楽しく生きるための講座】

５月９日～６月27日(全７回、木曜日)10:00～11:30／401室他／140人／
1,000円／託児なし
【サイエンス・トピックス2002ー健康科学の話題を中心に】
５月11日～６月15日(全６回、土曜日)10:00～11:30／301室他／80人／
1,000円／託児なし
【世界はニュースだけではわからない(時事経済解説)】
４月27日～９月21日(全６回、土曜日)14:00～15:30／401室／120人／
1,000円／託児なし
【植物画教室(小学４年生～高校生向け)】
６月１日～９月７日(全４回、土曜日)９:30～11:30／401室／30人／
1,000円、別途材料費必要(500円程度)／託児なし
【ポストＩＴ講習～ホームページ作成講座】
５月13日～８月５日(全６回、月曜日)９:30～11:30／217室／20人／
5,000円／託児なし
【ポストＩＴ講習～親子で作ろう　ホームページ作成講座】
６月29日～10月５日(全６回、土曜日)９:30～11:30／217室／親子(小学
３年生以上)15組／6,000円(親子で)／託児あり
【ポストＩＴ講習～Wordで作ろう　グリーティングカード】
５月27日～６月17日(全３回、月曜日)９:30～11:30／217室／20人／
3,000円／託児なし
【ポストＩＴ講習～Wordで作ろう　グリーティングカード　親子編】
５月18日、６月１日(全２回､ 土曜日)９:30～11:30／217室／親子(小学
３年生以上)15組／3,000円(親子で)／託児あり
【ポストＩＴ講習～Webでデジカメ】
５月16日～６月13日(全５回、木曜日)13:30～15:30／217室／20人／
4,000円／託児なし
＊会場はすべて市民センターです。
＊ポストIT講習はすべて自宅のパソコンで実際に作成していただきます。

問い合わせ　街路課　138-2074

都市計画道路山手幹線事業施行期間の延長

　都市計画道路山手幹線の大原工区、西工区の事業施行期
間をつぎのとおり変更します。
□大原工区(宮川線～芦屋中央線、269ｍ)
　平成15年３月31日まで(１年間延長）
□西工区(再開発～神戸市境、1,098ｍ)
　平成17年３月31日まで(３年間延長)
　事業計画変更認可図書を街路課で縦覧しています。

■申し込み　往復はがきに(複数の講
座も１枚のはがきで可)①講座名②住
所③氏名④電話番号⑤年齢⑥性別を
記入し公民館へ郵送。ポストI T講習
は公民館ホームページ(http://www.
city.ashiya.hyogo.jp/acc/kominkan.
html)からのみ受け付けます。(往復
はがき不可)
■期限　４月10日(水)消印有効。応
募者多数の場合抽選(市内在住優先)、
定員に満たない場合は引き続き先着
順で受け付けます。
■受講料　講座の初回に各講義室で。
受講料は全回通しの金額。受講料の
返金はできません。
■託児　無料。２歳児以上就学前の
幼児。はがきに託児希望と記入して
ください。ポストIT講習は申し込み
時のコメント欄に「託児希望」と記
入してください。

春の公民館講座 問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

■日程　Ａコース：５月20日～平成15年３月17日(全10
回)月曜日、Ｂコース：５月９日～平成15年３月13日
(全10回)木曜日、いずれも10：00～11：30　■会場　
市民センター401室　■内容　Ａコース「海のアジア史
と日本列島～共存の21世紀をめざして」、Ｂコース「中
東問題～負の連鎖はなぜ繰り返されるか」　■定員　
各コース100人(１人１コース)　■受講料　年間2,000円

芦屋川カレッジ(高齢者大学) 問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

■日時　４月20日(土)午後１時30分
～３時10分　■会場　ルナ・ホール
■テーマ　「も
う一つの日本、
もう一つの人
生」～日本の転
換期で考えるこ
と　■講師　国
立民族学博物館
教授　石森秀三氏　■申し込み　不
要・直接会場へ　■託児　４月10日
(水)までに電話で公民館へ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

申し込み
　往復はがきに、①希望講座名②住所③氏名④電話
番号⑤年齢⑥性別⑦第２希望があればその旨⑧芦屋
川カレッジの申し込みは生年月日(それ以外は修了期
を明記)を記入の上、４月10日(水)＜消印有効＞まで
に公民館へ郵送。応募者多数の場合抽選(市内在住優
先)、定員に満たない場合は引き続き先着順で受け付
けます。受講決定者には、返信はがきで詳細を連絡
します。

　
あ
る
人
が
、
陽

春
四
月
は
花
の
月
、

花
と
い
え
ば
桜
、

こ
の
国
に
生
ま
れ

た
か
ら
に
は
、
何

が
何
で
も
一
度
は

花
見
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
春
の

花
見
、
秋
の
月
見

を
仕
事
に
か
ま
け

て
忘
れ
る
よ
う
で

は
日
本
人
と
い
え

ぬ
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

　
も
と
も
と
、
桜
は
古
代
の
人
に
と
っ
て

は
、
そ
の
咲
き
方
や
散
り
方
で
、
そ
の
年

の
豊
作
や
凶
作
を
占
う
花
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
平
安
時
代
の
頃
ま
で
は
、
む
し
ろ
中

国
と
の
か
か
わ
り
も
あ
っ
て
、
花
見
と
い

え
ば
梅
の
花
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

に
ぎ

　
今
の
よ
う
な
賑
や
か
な
花
見
は
、
豊
臣

だ
い
ご

秀
吉
の
醍
醐
の
花
見
が
有
名
で
す
が
、
江

戸
時
代
の
半
ば
ま
で
は
権
力
の
象
徴
の
よ

う
で
し
た
。
花
見
が
庶
民
に
広
ま
っ
た
の

は
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
頃
で
、
飛
鳥
山

に
桜
を
植
え
庶
民
に
開
放
し
た
の
が
始
ま

り
だ
そ
う
で
す
。

　
阪
神
間
に
も
桜
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
私
は
芦
屋
川
の
川
べ
り
の
桜

が
好
き
で
す
。
私
の
育
っ
た
浜
芦
屋
の
家

の
庭
に
も
、
海
に
近
い
砂
地
で
は
珍
し
い

大
き
な
し
だ
れ
桜
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、

震
災
で
母
屋
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
桜
の
木
は
残
っ
て
お
り
、
震
災
の

前
に
は
満
開
の
桜
の
下
で
、
祖
母
と
一
緒

に
花
見
を
毎
年
し
た
も
の
で
す
。

　
芦
屋
川
に
桜
の
花
が
浮
か
び
流
れ
る
こ

の
季
節
に
な
る
と
、
こ
の
花
の
散
り
際
の

美
し
さ
潔
さ
に
も
ひ
か
れ
ま
す
。

　
「
散
る
桜
」
が
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の

も
江
戸
時
代
で
す
。
武
士
が
主
君
の
た
め

に
死
を
惜
し
ま
ず
潔
く
散
る
の
は
、
武
士

道
の
精
神
と
重
ね
あ
わ
せ
て
「
花
は
桜
木
、

人
は
武
士
」
と
い
っ
て
、
褒
め
た
た
え
た

か
ら
で
す
。
こ
の
精
神
が
明
治
以
降
国
策

と
し
て
利
用
さ
れ
、
城
跡
や
川
沿
い
な
ど

に
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
植
え
ら
れ
た
名
残
も

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
自
然
を
精
神
文
化
と

融
和
さ
せ
て
き
た
、
日
本
人
の
心
を
感
じ

ま
す
。
桜
は
そ
の
花
の
下
で
「
奇
麗
だ
よ
」

と
い
っ
て
あ
げ
る
と
、
来
年
は
も
っ
と
キ

レ
イ
に
咲
く
そ
う
で
す
。
今
年
は
何
が
何

で
も
花
見
を
す
る
か
。
そ
れ
と
も
チ
ェ
リ

ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
で
乾
杯
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
心
に
新
し
い
温
か
さ
を
感
じ
る

で
し
ょ
う
。

上
島
一
泰 (

う
え
し
ま
・
か
ず
や
す)
氏

一
九
六
一
年
、
芦

屋
市
生
ま
れ
。
一

九
八
七
年
㈱
ウ
エ

シ
マ
コ
ー
ヒ
ー
フ

ー
ズ
入
社
、
一
九

九
九
年
か
ら
同
代
表
取
締
役
社
長
。
大
阪
青

年
会
議
所
理
事
長
、
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
、

教
育
改
革
国
民
会
議
委
員
等
を
歴
任
。

　芦屋さくらまつりの桜をテーマに、あなたが見つけた、そして
感じたさまざまな写真をご応募ください。
応募資格　どなたでもご応募できます。
規格等　　①カラープリント四つ切（ワイド、組写真不可）
　　　　　②今年の芦屋さくらまつりで撮影した作品
　　　　　③１人２点以内
応募期間　４月22日～24日
応募方法　応募票に必要事項を記入の上、作品に添付して、芦屋
　　　　　観光協会へ。(当日、会場内芦屋観光協会テントで配布)
　　　　　＊応募作品の使用権は主催者・芦屋観光協会に帰属。応募作品は返却しません。

芦屋さくらまつり 写真コンクール

問い合わせ　芦屋観光協会事務局(経済課内)　138-2033(〒659-8501 精道町7-6)

ア�ン�タ�ン�テ�

開講記念講演会

賞

最優秀賞
　芦屋市長賞　１点
優秀賞
　芦屋市商工会会長賞　１点
　芦屋観光協会会長賞　１点
　ほか１点
入選　30点



　
私
は
平
成
十
四
年
度
を
、
震

災
復
興
の
早
期
完
成
、
行
政
改

革
の
断
行
、
そ
し
て
財
政
の
健

全
化
を
、
市
政
の
直
面
す
る
最

重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
そ
の

課
題
を
直
視
し
、
そ
の
解
決
に

向
け
、
不
退
転
の
決
意
の
も
と

に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
中
期

的
に
見
て
も
、
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
が
続
く
も
の
と
予
測
し
て

お
り
、
こ
の
危
機
的
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
行
政
改
革
担
当
部
門
を
強
化
し
て
、
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組
み
ま
す
。

◆
環
境
保
全
の
推
進

　
「
芦
屋
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
推
進
す
る
た
め
市

内
バ
ス
停
留
所
の
ご
み
収
集
を
廃
止
し
、

ご
み
が
放
置
さ
れ
な
い
よ
う
一
層
の
啓
発

に
努
め
ま
す
。

◆
商
店
街
の
活
性
化
対
策
等

　
「
活
力
あ
る
ま
ち
な
か
商
店
街
づ
く
り

促
進
事
業
」
の
空
き
店
舗
へ
の
助
成
を
実

施
し
ま
す
。

　
「
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
」

を
活
用
し
て
、
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

◆
消
費
者
相
談
事
業

　
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
全
国
消
費

生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。

◆
人
権
推
進

　
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓
発
施
策
に
つ

い
て
「
総
合
推
進
指
針
」
を
基
に
、
「
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
と
も
に
生
き
る
社
会
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成14年度
施政方針の概要

問い合わせ　企画課　138-2009

　平成14年第１回市議会定例会(平成14年２月26日)において、北村春江市
長が表明しました施政方針の概要をお知らせします。
　施政方針の全文は、市役所北館１階行政情報コーナー、市ホームページ
でご覧になれます。

◆
介
護
保
険
事
業

□
教
育
委
員
会
の
事
業

◆
学
校
教
育

　
特
色
あ
る
学
校
園
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。
新
学
習
シ
ス
テ
ム
や
体
験
的
な
学
習

等
の
多
様
な
学
習
方
法
を
取
り
入
れ
、
基

礎
・
基
本
の
学
習
内
容
が
十
分
習
得
で
き

る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
は
、
自
ら
学
び
考
え
判
断
で
き
る

子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
昨
今
の
青
少
年
問
題
を
重
く
受
け
止
め
、

学
校
が
「
豊
か
な
心
を
育
む
場
」
と
な
る

よ
う
道
徳
教
育
充
実
を
図
り
ま
す
。
高
等

学
校
教
育
改
革
は
「
今
後
の
高
等
学
校
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
方
針
に
基
づ

き
、
教
育
行
政
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
学
校
園
の
施
設
整
備

◆
文
化
振
興

　
文
化
振
興
財
団
で
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
事
業

や
各
種
展
示
会
を
開
催
し
、
文
化
芸
術
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
文
化
の
寄
与
に

努
め
ま
す
。

□
教
育
委
員
会
以
外
の
事
業

◆
広
域
に
お
け
る
文
化
振
興
の
取
り
組
み

　
本
年
九
月
に
、
阪
神
七
市
一
町
な
ど
が

共
同
開
催
す
る
「
阪
神
芸
術
祭
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
本
市
で
行
い
ま
す
。

◆
女
性
施
策

　
男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査
等
を
基

に
、
行
動
計
画
の
見
直
し
を
し
ま
す
。

◆
国
際
交
流
事
業

　
姉
妹
都
市
の
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
の
交
換

学
生
事
業
の
他
、
山
手
小
学
校
の
姉
妹
校

で
あ
る
同
市
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
小
学
校
と

の
交
流
を
再
開
し
ま
す
。

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
芦
屋
市
第
三
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
基
本

的
な
方
向
を
示
し
ま
す
。

◆
景
観
形
成
事
業

あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
の
総
点
検
を
行
い
、

明
日
の
展
望
を
可
能
に
す
る
行
政
改
革
の

断
行
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
信
頼
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
行
政
を
進
め
る
た
め
に
、

広
報
・
広
聴
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

情
報
の
公
開
を
進
め
、
市
民
の
皆
様
と
の

参
画
・
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
「
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
の
見
直
し
」
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広
げ
、

生
活
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
の
一
月
十
九
日
、
富
田
前
助
役
の

収
賄
事
件
が
発
生
し
て
以
来
、
市
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
に
対
し
ま
し
て

大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
し
て
は
な

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

生
活
環
境
づ
く
り

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

都
市
づ
く
り

　
岩
園
小
学
校
運
動
場
を
改
修
し
、
山
手

中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
第
二
期
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。

◆
社
会
教
育

　
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
講
座
・
教
室
、

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
、
市
民
へ
の
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

◆
青
少
年
健
全
育
成

　
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
伴
い
、
家
庭
、

地
域
社
会
、
学
校
の
役
割
を
明
確
に
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
展
開
を
進
め
ま

す
。
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
相
談
業
務
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
推
進

　
「
芦
屋
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
」

を
見
直
し
、
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
計
画
を

見
直
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

ら
な
い
と
、
本
年
一
月
か
ら
「
芦
屋
市
議

会
議
員
及
び
市
長
等
の
倫
理
に
関
す
る
条

例
」
を
施
行
し
、
入
札
契
約
制
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
入
札
契
約
制
度
改
善
委
員
会

か
ら
の
提
言
を
受
け
、
本
年
三
月
に
「
第

三
者
で
構
成
す
る
入
札
監
視
委
員
会
」
の

設
置
を
行
う
な
ど
、
再
発
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
議
会
に
、
「
芦
屋
市
情
報
公
開
条
例
」

の
制
定
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
透
明
性
の
向
上
を
目
指
し
た
市
政
運
営

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く
不
況
の
影
響
や

地
価
の
下
落
等
に
よ
る
市
税
収
入
の
大
幅

な
落
ち
込
み
、
震
災
復
旧
復
興
事
業
に
伴

う
多
額
の
経
費
と
多
く
の
地
方
債
を
発
行

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
に
よ
り
、
多

額
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策

　
自
治
会
組
織
や
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
等
と
の
連
携
を
深
め
、

地
域
づ
く
り
へ
の
市
民
活
動
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、
防
災

意
識
の
向
上
や
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
め
ま
す
。

　
防
災
無
線
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

◆
消
防

　
立
入
検
査
、
防
火
指
導
な
ど
を
推
進
し

ま
す
。

　
岩
園
小
学
校
に
耐
震
性
飲
料
・
消
火
兼

用
貯
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

　
二
人
の
救
急
救
命
士
を
養
成
し
ま
す
。

◆
生
活
安
全

　
「
芦
屋
市
民
の
生
活
安
全
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
を
基
に
、
防
犯
活
動
に
取
り

こ
れ
ま
で
は
不
足
の
多
く
を
基
金
で
賄
っ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
度
に
は
全

て
の
基
金
が
底
を
つ
く
見
込
み
で
、
準
用

再
建
団
体
と
な
る
こ
と
も
必
至
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
計
画
し
て
い
ま

し
た
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事
業
、

精
道
小
学
校
校
舎
建
替
事
業
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
な
ど
の
事
業
も
着
工
の
延

期
を
決
断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
新

た
に
平
成
十
七
年
度
お
よ
び
十
八
年
度
も

視
野
に
入
れ
た
三
カ
年
の
行
政
改
革
実
施

計
画
を
策
定
し
、
歳
入
は
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
そ
の
確
保
に
努
め
、
歳
出
は
、
人

件
費
を
削
減
す
る
な
ど
一
層
の
抑
制
に
努

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
経
常
経
費
も

事
務
を
総
点
検
し
節
減
を
行
う
な
ど
、
徹

底
し
た
内
部
改
革
を
行
い
ま
す
。

き
ょ
う
あ
い

断
推
進
事
業
」
お
よ
び
「
芦
屋
市
狭
隘
道

路
拡
幅
整
備
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
整
備

　
経
済
情
勢
、
本
市
の
財
政
状
況
、
震
災

し
ん
ち
ょ
く

復
興
事
業
の
進
捗
状
況
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
上
で
、
着
手
時
期
を
判
断
し
ま
す
。

◆
道
路
の
整
備

　
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
合
わ

、

平
成
十
四
年
度
末
に
大
原
工
区
を
完
成
さ

せ
る
よ
う
、
事
業
進
捗
を
図
り
ま
す
。

◆
上
水
道
事
業

　
六
麓
荘
浄
水
場
内
北
部
に
配
水
池
を
築

造
し
ま
す
。
給
水
条
例
を
改
正
し
水
道
事

業
者
お
よ
び
貯
水
槽
設
置
者
の
責
任
に
関

す
る
事
項
を
定
め
、
貯
水
槽
の
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
。

基本方針 芦屋市長  北村　春江

女性センターミニ展示

あなたの企画した講座で一緒に学びませんか？
対　象　個人でもグループでも可(男女不問)　
　　　　企画講座の講師による応募はご遠慮ください

ひと ひと

内　容　女と男のバランスある社会への共生を探るもの。
　　　　１～２コマの講座で経費は30,000円以内(講師・保育
　　　　士謝金等)
申し込み　企画書(所定様式)を６月14日(金)までに提出
選考方法　６月27日(木)午前10時から企画者によるプレゼンテ
　　　　　ーションを行い優秀企画２点を決定。女性センタ
　　　　　ーと共催で開催。

　好きな画をお手本にして、七宝やステンド
アート(ガラス)に表
現しました。
日　時　

４月１日～26日
(土・日を除く)
午前９時～午後５時
会　場　

女性センター

講座の企画募集します

問い合わせ　女性センター　138-2023(〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)

 船波美智「ステンドアートと七宝」展
芦屋美博百科ー伊藤継郎／仲田好江

会　期　４月６日～６月９日　　
会　場　美術博物館・第１、２展示室
観覧料　大人300円、大高生200円、中学生以下無料

問い合わせ　美術博物館　138-5432

同時開催

４月13日～５月12日　一般公募展「わたしの芦屋。」
ひな

５月12日まで　　　　開催中　歴史企画コーナー「雛展」
５月18日～６月９日　歴史企画コーナー「詩人・富田砕花」
　　　　　　　　　　小企画展「山田皓斎展」
５月３・４・５日　　アートフリーマーケット



① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

長寿の食卓
芦屋の人(＊)
　

芦屋市民企画番組(＊)
ＩＴくんＱ＆Ａ
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組)

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

4／１(６:00～) ～4／14 (～23:30)

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ＣＡＴＶ加入に関する問い合わせ
　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Ｂroad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「芦屋の公園整備状況」

「宇山おばさんのお料理レシピ～春のお弁当」
「メンバー募集」「イベント情報」「おやじの背中」
「天野照子さん(芦屋市消費者協会会長)」
「新しい出発」
「パソコンをうまく使うは整理整頓」
「ザンビアの子どもたち」「幼稚園お別れ遠足」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「紙すき弥右衛門」
　　　　「これでいいのか日本の食事」
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◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
母
子
保
健
お
よ
び
成
人
・
老
人
保
健
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予

防
の
健
康
教
育
や
機
能
訓
練
事
業
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

◆
市
立
芦
屋
病
院

　
経
営
の
合
理
化
と
発
想
の
転
換
を
図
り
、

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
へ
の
受
審
を
通

じ
て
病
院
の
質
的
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
公
費
負
担
助
成
事
業

　
六
歳
に
達
す
る
年
の
年
度
末
ま
で
対
象

を
拡
大
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業

　
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
予

定
の
世
帯
主
に
対
し
、
一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
出
産
費
用
の
貸
付
を
実

施
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
、

介
護
予
防
・
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
第
三
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

　市では、平成12年11月第３次行政改革大綱を策定し、行政改革緊急３カ年実施計
画(平成13年度～15年度)に基づき、財政再建に向けて全力で取り組んでまいりまし
た。しかし、昨年秋以降、景気の一段の悪化とともに、市の財政状況も一段と厳し
いものとなってまいりました。
　そこで、これまでの実施計画を見直し、新たに平成14年度から平成16年度までの
行政改革実施計画を策定しました。
　当初の行政改革緊急３カ年実施計画では、平成13年度から15年度までの３カ年で
約43億円の収支の改善を図ることにしていましたが、今回の見直しでは、平成14年
度から16年度までの３カ年で合計約52億円の改善額を見込んでおります。

財政再建に向け
行政改革実施計画を見直しました

問い合わせ　企画課(行政改革担当)　138-2005

今後の改革の方向

　今回策定しました行政改革実施計画で行政改革を行っても、まだ本市の財政状況
は、平成14年２月に作成しました財政収支見込みでは、平成17年度には基金が底を
つき、平成18年度には約54億円の収支不足となってまいります。このような厳しい
財政状況が今後も続くと予想されますので、今回策定しました行政改革実施計画を
取り組む一方で、次に示す「今後の改革の方向」に沿ってさらに徹底した財政再建
に取り組みます。
　今後の改革の方向は、第一に「徹底した内部改革」、次に「施策の見直し」、「歳
入の確保」および「その他」の４つを柱として、取り組みます。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

〇徹底した内部改革
・人件費の抑制
・内部経費の削減
〇施策の見直し
・事務事業の見直し
・投資的事業は、震災復興事業の早期
　完成を最重点課題とし、その他の事
　業は財政状況を勘案しながら、緊急
　性、重要性等を十分精査し、見直す。

※この度の「行政改革実施計画(平成14年度～平成16年度)」および「財政収支見込み
　と今後の改革の方向」は、市役所北館１階行政情報コーナーおよび市のホームペー
　ジでご覧になれます。

・あらゆる角度から歳入の確保について努める…………………………６億円
・事務事業の見直しおよび経常経費等の節減……………………………９億円
・投資的事業の見直し………………………………………………………９億2,500万円
・特別職等の給与等の減額………………………………………………………   870万円
・課長級以上の管理職手当の減額および期末・勤勉手当職務加算の減額…1,915万円

前回策定【行政改革緊急３カ年実施計画】

今回策定【行政改革実施計画】

＊上記の今回策定した行政改革実施計画の主な項目

・公平な市民サービスの提供
・費用対効果の検証　
〇歳入の確保
・収納率の向上
・その他収入の確保
〇その他
・企業会計および特別会計への繰り出
　しの抑制に努める。
・国および県への支援要望

　
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努

め
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。
第

二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

◆
在
宅
福
祉

　
在
宅
介
護
支
援
体
制
の
安
定
を
図
り
、

居
宅
介
護
・
訪
問
介
護
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。

◆
保
育
行
政

　
大
東
保
育
所
の
内
外
装
等
工
事
を
行
い

ま
す
。
私
立
あ
ゆ
み
保
育
園
は
、
本
年
四

月
か
ら
定
員
を
二
十
一
人
と
し
、
併
せ
て

認
可
保
育
所
と
な
る
予
定
で
す
の
で
支
援

し
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉

　
「
芦
屋
市
障
害
者
（
児
）
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
推
進
し
ま
す
。

　
知
的
障
害
者
更
生
施
設
の
「
な
な
く
さ

清
光
園
」
が
本
年
四
月
に
西
宮
市
に
開
設

さ
れ
ま
す
の
で
、
周
知
と
利
用
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

◆
低
所
得
者
世
帯
対
策

　
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

対
応
を
行
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
な
み
緑
化
助
成
制
度
」
を
推
奨

し
、
大
規
模
建
築
物
等
の
景
観
で
は
景
観

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
や
、
南
芦
屋
浜
地
区

の
景
観
地
区
指
定
に
基
づ
く
指
導
・
助
言

を
行
い
ま
す
。

◆
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　
西
部
第
一
地
区
、
西
部
第
二
地
区
と
も
、

道
路
や
宅
地
の
整
備
を
進
め
住
宅
再
建
を

図
り
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
前
田
公

園
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
中
央
地
区
は
、

本
年
三
月
末
で
事
業
が
完
了
し
本
年
度
か

ら
清
算
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
平
成
十
五
年
一
月
に
住
宅
分
譲
が
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。
親
水
西
公
園
お
よ
び

親
水
緑
地
の
整
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

◆
総
合
公
園

　
環
境
事
業
団
が
、
敷
地
の
造
成
工
事
や

管
理
事
務
所
な
ど
の
建
築
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
十
五
年
春
に
は
陸
上
競
技

場
な
ど
公
園
の
北
側
の
一
部
供
用
が
図
れ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
建
築
行
政

　
「
芦
屋
市
建
築
物
安
全
安
心
実
施
計
画
」

を
三
年
間
延
長
し
、
「
わ
が
家
の
耐
震
診

◆
地
区
懇
談
会

　
中
断
し
て
い
た
地
区
懇
談
会
を
再
開
し

ま
す
。

◆
行
政
情
報
の
公
開

　
「
芦
屋
市
公
文
書
公
開
審
査
会
」
の
答

申
を
尊
重
し
芦
屋
市
情
報
公
開
条
例
を
制

定
し
ま
す
。
条
例
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
。

◆
個
人
情
報
の
保
護

　
電
子
情
報
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る「
芦

屋
市
電
子
計
算
組
織
に
係
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」
を
見
直
し
ま
す
。

◆
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の
あ
る

福
祉
社
会
づ
く
り

市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る

自
立
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り

金額は３カ年の計画額の合計額を示す

せ
幹
線
道
路
整
備
工
事
を
進
め
、
道
路
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。
あ
ゆ
み
橋
の
防
風

対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策

　
学
校
園
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
充

実
、
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
の
強
化

お
よ
び
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
山
手
幹
線
の
整
備

　
電
子
自
治
体
の
実
現
を
推
進
す
る
基
盤

と
し
て
の
「
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

へ
の
参
加
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

　
都
市
計
画
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地
図

と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
情
報
を
電
子
化
し

事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

　
個
人
情
報
の
保
護
に
万
全
を
期
し
つ
つ

導
入
し
ま
す
。
本
年
八
月
以
降
は
、
順
次
、

各
種
行
政
手
続
き
に
必
要
だ
っ
た
住
民
票

の
写
し
の
添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

◆
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　
モ
デ
ル
事
業
の
調
査
研
究
を
基
に
、
本

市
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
全
課
に
試
行
的
に
導
入
し
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

　
六
麓
荘
地
区
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
の

継
続
と
浸
水
地
域
の
対
策
工
事
を
行
い
ま

す
。
芦
屋
下
水
処
理
場
の
施
設
や
設
備
の

改
築
更
新
を
行
い
ま
す
。

◆
火
葬
場
整
備
事
業

　
実
施
設
計
お
よ
び
炉
機
種
の
選
定
等
を

行
い
ま
す
。

平成15年度
1,919 　
0 　
0 　

1,919 　

平成16年度
2,091　
0　
0　

2,091　

　　　　  区　　　　分
柔軟でスリムな行政システム
市民との協力による行政システム
主体性を発揮できる行政システム
　　　　  合　　　　計

平成14年度
1,236 　
0 　
0 　

1,236 　

計
5,246　
0　
0　

5,246　

単位：100万円

平成14年度
1,724 　
△4 　
△8 　
1,712 　

平成15年度
1,243 　
△4 　
△8 　
1,231 　

　　　　  区　　　　分
柔軟でスリムな行政システム
市民との協力による行政システム
主体性を発揮できる行政システム
　　　　  合　　　　計

平成13年度
1,391 　
△4 　
△10 　
1,377 　

計
4,358　
△12　
△26　
4,320　

単位：100万円

会

会

観

４
５
５
　
５

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861(浜風町30-1)

夏に間に合う!!「スイムクリニック」受講生募集

日　時　５月９・16・23・30日、いずれも木曜日、午後７時45
　　　　分～８時45分
内　容　①希望する泳法での練習②ビデオ撮影によるフォーム
　　　　チェック(初回と最終回に撮影)
定　員　10人(大人、中学生以上も可)＜先着順＞
受講料　4,000円
申し込み　４月２日(火)より受講料を持参の上、海浜公園プー
　　　　　ル窓口までお越しください。

　「夏までにはなんとか泳げるようになりたい」「泳げるけど
もっとしっかりフォームを教えてほしい」など、自分の泳ぎを
しっかりと見つめてみたいかた、ぜひお申し込みください。
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不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ　環境サービス課　122-2155

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

４月
日　月　火　水　木　金　土
　　１　２　３　４　５　６
７　８　９　10　11　12　13
14　15　16　17　18　19　20
21　22　23　24　25　26　27
28　29　30　

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

５月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　１　２　３　４
５　６　７　８　９　10　11
12　13　14　15　16　17　18
19　20　21　22　23　24　25
26　27　28　29　30　31　

ペット
ボトル

※町ごとに決められた曜日（月曜～金曜）に出してく
　ださい。

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル

●芦屋病院健康教室
テーマ　癌シリーズⅠ「がん早期発見のすべて」
司　会　園田隆診療局次長(腫瘍内科部長)　　　　
①「画像診断」　　　　　　吉本敦史放射線科副医長
②「外科から」　　　　　　　　　　水谷伸外科医長
③「細胞診」　　　　　札辻寛臨床検査科技師長補佐
日　時　４月17日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　４月12日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　「効果的な学び方」　　金山良男副院長ほか
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●プレおや教室～5月後期クラス～
日　時　５月８日・22日(水)午後１時30分～３時30分
内　容　「痛みをのがす呼吸法(運動できる服装)」ほか
会　場　保健センター
持ち物　母子健康手帳、テキスト(ないかた200円)
定　員　20人。電話、FAX(31-1018)、窓口にて受け付け
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室～沐浴クラス～
日　時　５月18(土)午前９時30分～11時30分
内　容　「赤ちゃんのお風呂の入れ方」ほか
会　場　保健センター
持ち物　母子健康手帳、テキスト(ないかた200円)
定　員　15組。電話、FAX(31-1018)、窓口にて受け付け
問い合わせ　保健センター

■集団接種は保健センターで行います。日程は広報紙でお知らせします　■個別接種は市内予防接種受託医療機関
で受けてください。申込書は医療機関にあります。必ず母子健康手帳を持参ください。■市外の学校園に通学、通
園されているかたも受託医療機関で受けてください　■三種混合は、ジフテリア、破傷風、百日咳。二種混合は、
ジフテリア、破傷風です　■風しんの予防接種を未接種で昭和54年４月２日～62年10月１日生まれのかたは、平成
15年９月30日までに１回接種できます。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊娠お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯の無料相談と健診

助産婦による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H13.12.1～15生まれ
H13.12.16～31生まれ
（無料）

H13.4月生まれ（無料）

H12.10月生まれ（無料）

H10.12月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯科医師会館（無料）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談事業所
検診（予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成・診察・尿・血液検
査・X線・心電図・HIV検
査・HCV検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）
老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等専門医の相談

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

9日
13：30～14：30

11日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

5日・19日
13：00～14：00

3日・16日
13：30～14：30

12日
10：00～12：00

15日
13：30～15：30

2日・9日
10：00～12：00

15日
13：30～16：00

随時

18日
9：30～10：30

22日
9：45～11：30

2・23日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

11・25日13：15～14：00
場所　保健センター

4日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

1日9：30～10：30

19日13：30～14：30

17日13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申し込みください

5日
9：30～10：30

6月分予約受付中
9：15～

4月分予約受付中
9：30～10：00

16日
9：30～11：00

9・23日
13：00～15：00

1・4・11・18・22・25日
9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間内の午前中）

受付随時。提出日：2・9・
16・23・30日 午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

　血液検査前（4時間絶飲絶食）

小児を対象に医師による
健診

22日・24日
13：30～14：30

3カ月～4歳未満児（母子）
健康手帳・申込書・体温計
持参（無料）

 接種方法 接種名 接種対象年齢 標準的接種年齢 回数 間隔　　　  接種月
 集団接種 ポリオ 生後３～90カ月 生後３～18カ月  ２回 ６週以上  ５月、11月

ツ反・ＢＣＧ 生後３～48カ月 生後３～12カ月  １回  年７回
 個別接種 三種混合 １期初回 生後３～90カ月 生後６～12カ月  ３回 ３～８週

(72カ月ぐらいまでに)
１期追加 生後３～90カ月 １期初回接種後12～18カ月

二種混合 11歳以上～13歳未満 小学６年生  １回
はしか 生後12～90カ月 生後12～24カ月
日本脳炎 １期初回 生後６～90カ月 ３歳  ２回 １～４週  通年

１期追加 １期初回終了後１年 ４歳
２期　９歳～13歳未満 小学４年生
３期　14歳～16歳未満 中学３年生  １回              　

風しん 生後12～90カ月 生後12～36カ月
14歳～16歳未満 中学３年生

●予防接種のご案内 問い合わせ　保健センター
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13  １階）

●歯科  ９：００～１２：００
　　　  芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
４/７　小野歯科浜風診療所 1２３－６４７４
４/14　きしだ歯科 1２２－１７２３
４/21　小寺歯科医院 1３２－３８３６
４/28　ごん歯科医院 1３８－５５７７
４/29　高田診療所 1３１－２２２９　
５/３　木下歯科医院 1３１－１１１５

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
４/５　永松クリニック(外) 1３２－３３９９
４/12　松村内科クリニック(内)1３１－０８１３
４/19　山下医院(内、外) 1２２－５１２４
４/26　福岡外科(外) 1３１－５５８８
５/10　荻野医院(内) 1２３－６２２６
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

■日曜・祝日救急当番医

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年2月20日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　曇　り
前々日　晴　れ

晴　れ
6.4

雨／曇り
6.8

流入水
　16.3
　　7.5
　 138
　 186
15,000

処理水
　17.2　
　　7.2　
　4　
　　1.5　
　1　

流入水
　14.6
　　7.4
　   56
　 119
 11,000

処理水
　14.5　
　　7.0　
　2　
　　1.5　
　0　

平成14年3月6日（水）

　平成13年度末をもって「３歳児心の健康相談」は終了するこ
とになりました。３歳児の育児やしつけ等の相談は「親と子の
心の健康相談」をご利用ください。
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春の全国交通安全運動

問い合わせ　道路課交通安全係　138-2063

―みんなですすめよう交通安全―

　市内の交通事故発生件数は下表の通り増加してい
ます。一人ひとりが交通安全意識の向上を図り、思
いやりのある交通行動を習慣づけましょう。

４月６日～１５日

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お　し　ら　せ

寄　　　付

◆芦屋病院職員募集
�①嘱託看護師②応援看護師(日祝日や夜
間の救急外来勤務)③臨時薬剤師　�①
②看護師免許取得者・若干名③薬剤師免
許取得者・１人、いずれも45歳くらいま
で●給与…①③時間給1,367円～1,727円
②１回あたり宿直20,000円、日直16,000
円　�芦屋病院総務課管理係(131-2156)

◆毎月第２火曜日は公正証書相談の日
�４月９日(火)13時～16時　�コミュニテ
ィ課相談室　�コミュニティ課(138-2007)

◆女性センターＤＶ(暴力)に関する相談
�夫や親しい男性からの暴力(ＤＶ)など
の相談(要予約)　�毎月第１水曜日13時
～16時(祝日の場合は第２水曜日)　�＆
�女性センター・相談専用電話(138-2022)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�上宮川文化センター(122-9229　
〒659-0061 上宮川町10-5)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�４月３日「マイ・ドッグ・スキッ
プ」／10日「ロゼッタ」／17日「うちへ帰
ろう」／24日「パパってなに？」（いずれも
水曜日）13時30分～　�30人(当日先着順）
【小学生トランポリン教室】
�月３回月曜日(全30回)15時～15時50分
�トランポリンを通し基礎体力と平衡感
覚を養う　�小学１年生、５人　�下
記親子ミニトランポリン教室と同じ
【親子ミニトランポリン教室】
�５月から月３回火曜日(全20回)①14時
～15時②15時15分～16時15分　�音楽に
合わせ器具の上で体を動かす　�３歳児
(４月１日現在)と保護者各12組。弟妹の
同伴不可　�はがきに教室名(１教室につ
き１枚)、希望時間、住所、氏名、生年月
日(学年)、電話番号を記入し４月６日(土)
＜必着＞までに上記へ(応募多数は抽選)
【女性トランポリン教室】
�４月～６月の月曜日(全８回)13時45分
～14時45分　�市内在住の女性、10人
�1,500円(８回分)　�４月２日(火)９時
30分から電話で上記へ
【歌声ひろば募集】
�月２回水曜日10時～11時30分　�市
内在住の母親、15人　�発声練習、童
謡ほか　�月額500円　�４月２日(火)
９時30分から電話で上記へ
【親子ひろば説明会】
�４月４日(木)10時30分～　�親子での
あそび、５月から週２回10時～11時30分
�３歳児(４月１日現在)と保護者、32組
�年額12,000円　�当日直接上記へ
【歌声ひろばコンサート】
�４月３日(水)14時～15時　�さくら
コーラスの発表会　�当日直接上記へ

◆乳幼児医療費助成制度の改正
　４月１日より受給期間が「満６歳の誕
生日の月の末日」から「６歳に達する日
以後の最初の3月31日(就学前まで)」に
改正されました。４月末日までの受給者
には４月下旬に、５月末日までの受給者
には５月下旬に、６月末日までの乳幼児
医療費受給者証を送付します。
�保険年金課医療助成係(138-2037)

◆交通遺児就学激励金
　交通事故で保護者を失い市内に住所を
有する小・中・高校生に、芦屋市社会福
祉「友愛」基金より就学激励金を支給し
ます。支給額は、小・中学生が月額5,000
円、高校生が月額10,000円で、９月と翌
年３月の２回に分けて当該月までの分を
銀行口座へ支給します。詳細は下記へ。
�福祉課保護・母子福祉係(138-2042)

◆身体障害者移動相談
�４月26日(金)９時30分～　�西宮市総
合福祉センター　�身体障害者手帳所持
の肢体不自由者　�福祉課障害福祉係
(138-2043)

◆献血のお知らせ
�４月９日(火)10時～15時30分(12時～
13時を除く)　�保健センター　�保健
センター(131-1586)

◆花と緑の講習会
受講者全員に花苗をプレゼントします
�①少しおくれた人もまだ間に合う！ラ

いや
ンの植替え②癒しのインテリアプランツ
コケ玉をつくろう！③楽しい種まき花づ
くり　�①４月10日(水)②４月26日(金)
③４月22日(月)、いずれも13時30分～15
時30分　�緑の相談所　�緑の相談員
�①無料②3,000円③1,000円　	③イチ
ゴパック２つ、10個入り卵パック１つ　
�先着18人　�①４月８日(月)②４月19
日(金)③４月15日(月)までに下記へ　�
都市整備公社みどりの課(138-2103)

◆芦屋市奨学金申請の受け付け
�経済的理由により修学が困難で下記に
該当するかた。①高等学校、中等教育学
校後期課程、高等専門学校、盲学校・聾
学校・養護学校の高等部、これに準ずる
学校の高等部、または大学(大学院は対
象外)に在学している②申請者の生計を維
持するかたが市内に居住(住民登録・外国
人登録)している③申請者の生計を維持す
るかたの年間所得額が基準額以下である
�４月30日(火)までに市内の公立高校在
学者は各学校へ、そのほかのかたは下記
へ　�教育委員会総務課(138-2085)

◆「のびのびパスポート」を配布します
　市内に住む小学生に、土・日曜日、祝
日、春・夏・冬休みに神戸市・阪神間・
淡路島等の教育施設へ無料で入館できる
「のびのびパスポート」を新学期に学校
で配布します。市外の学校に通う小学生
は下記へご連絡ください。郵送します。
�生涯学習課(138-2091)

◆健康体操＆がんばりエアロ
�①ふれあい元気体操(初級エアロビク
ス)第１期…ストレッチ、有酸素運動、

筋力強化など健康づくり②いす健康体操
第１期…座ったままでリズムに合わせて
楽しく体を動かす体操③がんばりエアロ
(初級～中級エアロビクス)第１期…エア
ロビクスに慣れてきたかた向け　�４月
～８月の①木曜日13時15分～14時15分
②木曜日14時30分～15時30分③金曜日
13時45分～14時45分、いずれも全15回
�①②久木田範行氏③福田聖子氏　�体
育館・青少年センター　�①③20人②
15人　�①③7,500円②7,000円　※いず
れも４月22日(月)以降に空きがあれば１
回券(600円)を販売　�①４月３日～10
日に電話で下記へ(応募多数は抽選)②③
４月３日(水)より電話で下記へまたは直
接体育館窓口へ(先着順)　�文化振興財
団スポーツ振興課(131-8228)

◆芦屋市スポーツ賞の表彰について
　公認の広域スポーツ大会で平成13年度
中に第３位以内の成績を収めた個人を５
月25日(土)の「表彰式」で表彰します。
該当されるかたはスポーツ・青少年課へ
４月26日(金)までに申請してください。
平成13年度にスポーツ活動助成金を受け
たかたには、別途連絡します。
�スポーツ・青少年課(122-7910)

◆図書館の催し
�図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�毎週土曜日、14時～15時　�図書館
おはなしのへやほか　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�４月13日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上(保
護者参加可)
【金曜シネサロン】
�＆�４月５日「陰謀のセオリー」／12
日「バクダッド・カフェ」／19日「ター
ミネーター ２」／26日「慕情」(いずれ
も金曜日)13時30分～　�図書館・集会室

◆飲料水兼用耐震性貯水槽が完成
　旧三条小学校に飲料水兼用耐震性貯水
槽(100トン)１基と防災倉庫(50㎡クラ
ス)１カ所、清水公園に耐震性貯水槽(60
トン)１基と防災倉庫(10㎡クラス)１カ
所を設置しました。自主防災活動に活用
してください。
�消防本部警防課防災係(132-2345)

◆救命ライセンスを取得しませんか
�心肺そ生法、大出血時の止血法を修
得。修了者に「普通救命講習修了証」を
交付します　�４月27日(土)13時30分～
16時30分　�消防本部２階会議室　�30
人(先着順)※自治会や各種団体等の受講
も受け付けています。別途ご相談ください
�消防本部警防課救急係(132-2345)

◆国際交流協会(ACA)の催し
�国際交流協会(134-6340)
【第59回ACAトワイライトコンサート
  スプリングコンサート～ソプラノ＆ピアノ】
�４月19日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　�100人　
飯山友
子、金澤佳代子
【フランスの歌をうたいましょう】
�４月19日(金)14時45分～16時　�ＡＣ
Ａ　�20人　�原田宿命氏

ラポルテ市民サービスコーナー(131-
3130)は、ラポルテ本館休館日のため、
４月11日(木)、18日(木)は休業します

都市計画審議会委員を募集します

問い合わせ　建設部総務課　138-2070

応募資格　満年齢20歳以上の市民(４月１日現在)１人。(成年被後見人も
　　　　　しくは被保佐人または破産者で復権を得ないかたは除く)
応募方法　建設部総務課にある所定の用紙(都市計画に関する作文あり)
　　　　　に記入し、４月５日～19日の執務時間内に下記へ。
選考方法　応募者多数の場合、選考の上、決定。

まちづくりに市民のかたの参加を

　芦屋市都市計画審議会委員の任期の満了に伴い、次期の審議会委員の
うち、市民のかたから任命される委員を芦屋市都市計画審議会条例に基
づき公募により募集します。

子育てホットライン

(131-0611)を開設

■日時　月～土曜日(祝・
休日、年末年始を除く)
10時～17時、以外の時間は
留守番電話・ファクスで

乳幼児期の子育て相談

専任の相談員が応じます。
ひとりで悩まずお電話を。

問い合わせ
子育てセンター　131-8006

◆芦屋病院院内コンサート
�４月14日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院外来棟５階ホール　�ピアノと
ソプラノのジョイントコンサート　
松
井香織、繁田千都子　�芦屋病院総務課
管理係(131-2156)

◆社会福祉協議会の催し
�社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者体操学級】
�４月19日～平成15年３月14日、金曜
日(全42回)10時～11時30分　�老人福祉
会館大広間　�市内在住満60歳以上で
初めて受講のかた40人　�2,000円(社協
会員1,000円)　�４月４日(木)10時から
印鑑持参で社会福祉協議会窓口へ
【高齢者こころの相談・健康相談】
�４月10日(水)、18日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�４月20日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上
の独身のかた
【第90回高齢者「会食懇談会」】
�４月18日(木)12時～　�老人福祉会館
�市内70歳以上のかた40人(先着順)　
�500円　�４月３日(水)より

◆芦屋精神保健福祉ボランティア
　発会記念講演会
�４月26日(金)13時30分～16時　�芦屋
健康福祉事務所(芦屋保健所)衛生教育室
�「こころの病」ってな～に？　�寺内
嘉一氏(寺内神経科診療所長)　�芦屋健
康福祉事務所(132-0707)

２/８～３/７までの受入順(敬称略)
財政課取り扱い分
●1,500円、匿名　●2,500円、匿名
保険福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のために]
●５万円、大阪ガス株式会社兵庫事業本
部“小さな灯”運動　●５千円、ラポル
テ婦人会
[震災遺児のために]
●12万1,985円　芦屋ハーモニーライオ
ンズクラブ
社会福祉協議会取り扱い分
●10万円、大丸芦屋店

■訂正します
　『広報あしや』３月15日号４面の埋蔵
文化財分布地図で「国道43号」とあるの
は「阪神電鉄」の誤りです。
　また、前田遺跡(前田町)が表示されて
いませんでした。訂正してお詫びしま
す。

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、
出演、�費用(記載の無い催しは無料)、	持ち物、�申し込み、�問い合わせ

34
26

＋  8

２
１

＋１

平成13年
平成12年
増減

682
546

＋136

556
439

＋117

人身事故件数 死者 傷者区　分 重傷

体育館・青少年センター競技場開放日
�４月13日・27日(土)10時～17時(１時
間単位)　�市内の青少年、保護者(小学
校３年生以下保護者同伴)　�卓球、バ
ドミントン　�体育館・青少年センター
(131-8228)
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易

い
場
所
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
極
め
て
不

安
定
な
荒
地
に
も
等
し
い
よ
う
な
所
な
の

で
す
。
だ
か
ら
河
原
に
入
り
込
ん
で
く
る

よ
う
な
植
物
は
、
旺
盛
な
生
活
力
を
持
っ

た
帰
化
植
物（
外
国
か
ら
渡
来
し
て
日
本
に

住
み
付
い
た
植
物
）が
圧
倒
的
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
四
月
に
か

け
て
ど
ち
ら
の

川
に
も
、
菜
の

花
の
よ
う
な
黄

色
の
花
を
咲
か

す
大
形
の
植
物

が
目
立
ち
始
め

ま
す
。
セ
イ
ヨ

芦
屋
川
・
宮
川
の

河
原
に
見
ら
れ
る
雑
草
た
ち 

Ⅰ

ー
春
の
河
原
の
花
た
ち
ー
　

ウ
カ
ラ
シ
ナ（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）
で
欧
米
か
ら

帰
化
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
十
年
ほ
ど
の
間

に
急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
シ
ナ
の

野
生
種
な
の
で
新
芽
な
ど
は
多
少
あ
く
が

あ
り
ま
す
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
食
べ
ら
れ

る
と
い
え
ば
、
ど
ち
ら
の
河
原
に
も
多
い
ギ

シ
ギ
シ（
タ
デ
科
）の
新
芽
も
食
用
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
ロ
ゼ
ッ
ト（
根
生
葉
が
地
上
に
広

が
っ
た
も

の
）
の
時

に
中
心
に

あ
る
芽
を

ナ
イ
フ
な

ど
で
切
り
取
っ

て
、
重
曹
で
あ

く
抜
き
を
し
、

汁
の
実
に
し
た

り
、
酢
の
物
、

和
え
物
等
に
用
い
ま
す
。
独
特
の
ぬ
め
り

と
酸
味
が
あ
り
、
東
北
地
方
で
は
「
オ
カ

ジ
ュ
ン
サ
イ
」
と
呼
び
賞
味
さ
れ
ま
す
。

最
近
、
帰
化
種
の
ア
レ
チ
ギ
シ
ギ
シ
や
ナ

ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
も
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
春
、
帰
化
植
物
の
か
わ
い
い
花
で
は
ヒ

芦
屋
市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一

【浜風の家の催し】
�①いきいき遊び塾～動くおもちゃ
をつくろう　紙コップだよ②絵本の
よみきかせ会11③１日工作教室～ビ
ーズのキーホルダー④コンピュータ
講座～入学祝いメッセージ⑤カプラ
積木であそぼう～高くつんでみよう
⑥絵本のよみきかせ勉強会⑦折り紙
(百円塾)～カ－ネ－ションをつくろう⑧
人形劇　�①４月６日(土)13時30分
～15時30分②７日(日)10時30分～③
13日(土)13時30分～15時④17日(水)13
時30分～14時30分⑤20日(土)13時30
分～15時30分⑥25日(木)10時30分～
⑦27日(土)14時30分～16時⑧28日(日)
13時30分～14時30分　詳細は下記へ
�＆�浜風の家(135-5700)

【あしや喜楽苑のお知らせ】
①２級ホームヘルパー養成講座　�

５月11日～８月24日　�あしや喜楽
苑、尼崎喜楽苑ほか　�70,000円(テ
キスト代込み)　�40人(先着順)
②マザーテレサ写真展(写真家：沖守
弘氏)　�４月１日～30日、９時～17
時　�あしや喜楽苑ギャラリー
③特別講演マザーテレサに出会って
(是枝律子さんを囲んで)　�４月27
日(土)13時30分～15時　�あしや喜
楽苑地域交流スペース
�あしや喜楽苑(134-9287)

【中国の美術工芸品展―茶器、人形、
びえんこう

鼻煙壼】
�４月１日～６月20日(火曜休館)10
時～16時　�大人500円、学生300
円、小人100円※４月21日(日)・５月
12日(日)13時30分～15時に華蓮氏に
よる「中国茶講演会」有り。別途500
円要(お茶料込み)。当日先着30人　�

＆�エンバ中国近代美術館(138-0021)
てんこく

【たのしい篆刻入門教室】
�４月３日(水)10時～12時、14時～
16時、18時～20時のいずれか　�市
民センター204室　�坂本舜華氏　
�2,000円(印材・資料代込み)　�清
友篆会・坂本(138-2208)

【朝採り野菜市】
�４月３日(水)・17日(水)10時30分～
�ワークホームつつじ　�ワーク
ホームつつじ・藤川(122-7044)

【ケナフの種の無料配布等】
�４月６日(土)11時～17時　�市民
センター207室　�環境にやさしいケ
ナフの種の配布と野菜くずを堆肥に
するＥＭぼかしの原価販売等　�あ
しやエコ・クラブ・正(123-2668)

【波多野澄子バレエ団 第５回公演
　「シンデレラ物語」全幕】
�４月６日(土)18時～　�アルカ
イックホール　�前売4,000円、当日
4 , 5 0 0円　�波多野澄子バレエ団
(122-3003)

【母と子のいこいの部屋】
�４月９日・16日・23日・30日(いず
れも火曜日)10時～11時30分　�図書
館集会室　�バルーン・津田(132-
2610)

【エスペラント語入門講座】
�４月17日～６月19日の水曜日全10
回、18時30分～20時30分　�市民セ
ンター207室　�5,600円(教材費込み)
�芦屋エスペラント会事務局・津田
(1078-452-7692)

近
頃
思
う
　
あ
れ
こ
れ匿

名
希
望

　
日
曜
日
の
夕
暮
れ
、
買
物
帰
り
、
歩
道

を
歩
い
て
い
て
気
が
つ
い
た
。
所
々
に
青

か
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
生
ご
み
ら
し
き
物

が
出
さ
れ
て
い
た
。
当
日
朝
に
出
さ
な
い

と
猫
や
野
生
動
物
が
食
い
散
ら
か
す
恐
れ

も
あ
る
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く
の

か
た
は
、
は
た
迷
惑
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か

ら
暖
か
さ
に
向
か
っ
て
よ
け
い
不
快
で
あ

っ
て
も
、
お
隣
近
所
に
は
言
い
に
く
い
こ

と
も
あ
る
と
思
う
。

　
芦
屋
川
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
犬
の
フ

ン
を
踏
み
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
の
か
た
が
マ
ナ
ー
を
守
り
処
理
、

持
ち
帰
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
時
に
は

放
っ
て
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
袋
だ
け
は
下

メ
オ
ド
リ
コ

ソ
ウ
（
シ
ソ

科
）や
オ
オ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ

（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ

サ
科
）が
あ
り

ま
す
。
前
者

は
淡
い
ピ
ン

ク
の
唇
形
花

が
ま
る
で
ロ

ン
ド
を
踊
っ

て
い
る
踊
り
子
の
よ
う
に
付
く
の
で
こ
の

名
が
あ
り
ま
す（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
）。
後

者
は
鮮
や
か
な
青
色
で
濃
青
色
の
筋
が
あ

る
可
憐
な
花
を
付
け
ま
す（
西
ア
ジ
ア
、
中

近
東
原
産
）
。
た
だ
、
花
の
美
し
さ
に
比

べ
、
名
前
が

ひ
ど
す
ぎ
ま

す
。
千
葉
県

で
は
「
ホ
シ

ノ
ヒ
ト
ミ
」

と
呼
ん
で
い

る
そ
う
な
の

で
こ
の
際
、

改
名
し
て
や

り
た
い
植
物

で
す
。

【60歳からの押花体験教室】
�４月10日(水)13時30分～、14時30分
～、15時30分～のいずれか、要予約
�60歳以上　�上宮川文化センター
�350円　�＆�みすの(138-6112)

【折り紙教室】
�４月10日(水)10時～12時　�図書
館集会室　�成人　	折り紙、はさ
み、のり　�段谷(134-2546)

【うた広場   春らんまん花をうたう】
�４月12日(金)14時～16時　
桜井
＆桜谷　�500円(お茶代)　�＆�

集・空・間Ｔｉｏ(125-0177)

【三田谷フェスティバル】
バザー用品の提供をお願いします
�４月20日(土)10時30分～14時(雨天
決行)　�模擬店、アトラクション、
バザー等　�＆�三田谷治療教育
院・中(122-5025)

【シンガーソングライター　小川ロン
　コンサート】
�４月13日(土)13時30分～　�市民
センター401室　�なかよしクラブハ
ウスの皆さんとギターと歌の楽しい
ひととき(当日直接会場へ)　�500円
�大原読書グループ(122-6723)

あずまたもつ

【ライブラリーコンサート～東保バ
　リトンの夕べ】
�４月20日(土)18時30分～　�図書
館エントランスホール　�君を愛す
ほか　�図書館友の会(123-1746)

【子どものための部屋】
�４月13日(土)・27日(土)10時～12時
�伝承遊び等(当日直接会場へ)
�図書館集会室　�小学生　�いろ
えんぴつ・中野(134-2769)

【芦屋川カレッジ「学友会」】
芦屋川カレッジ修了生はぜひ参加を
�４月15日(月)９時30分～12時　�ル
ナ・ホール(当日直接会場へ)　�年間
2,000円　�川下(122-8805)

【中高生のための安らぎの部屋】
�４月13日(土)・27日(土)13時～16時
30分　�図書館集会室　�中高生
�ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【おはなし作りの部屋】
�４月17日(水)・24日(水)10時～12時
�図書館集会室(当日直接会場へ。子連
れ歓迎)　�ぷりん・國川(132-4201)

【アースデーｉｎあしや】
�４月21日(日)11時～15時　�エコ
マネー、各国料理等　�ＪＲ芦屋駅
北側ペディストリアンデッキ　�樋
口池グループ・田原(122-1559)

【親子相談】
�毎月第２・第４水曜日、10時～11
時30分　�０歳～小学校就学前の子
どもと保護者(電話予約制)　�1,000円
�＆�甲南大学心理臨床カウンセリ
ングルーム(1078-453-6183)

【まちのガーデナー養成セミナー】
�①ビギナーコース②マスターコース
③センスアップコース④バラコース
�いずれも火曜日①月２回10時～11
時30分②月２回13時30分～16時③④
月１回13時30分～15時30分　�①②
元はこぶね幼稚園③カーサ・ヴェル
ダ④ヴァーデンガーデン　�入会金
2,000円、①１カ月2,000円②１カ月
5,000円③④３カ月7,500円　�各15人
�４月５日（金）までに下記へ　�グ
リーンマントの会事務局(122-2214)

げ
て
お
ら
れ
る
の
は
確
か
だ
が
。
以
前
、

夏
の
真
っ
最
中
、
私
宅（
飲
食
店
）の
ポ
リ

バ
ケ
ツ
に
処
理
後
の
袋
そ
の
も
の
が
放
り

込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り
、
気

分
の
悪
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

家
庭
の
ご
み
が
箱
に
ね
じ
込
ま
れ
て
い
て

「
家
庭
の
ご
み
お
断
り
」
と
張
り
紙
と
共

に
入
り
口
を
小
さ
く
し
た
。

　
少
し
体
調
を
崩
し
、
杖
を
つ
い
て
電
車

に
乗
っ
た
と
き
、
若
い
か
た
が
さ
っ
と
席

を
譲
っ
て
く
だ
さ
り
、
「
あ
り
が
と
う
」

と
甘
え
た
。
病
気
以
降
今
ま
で
よ
り
も
弱

者
に
目
が
向
き
、
優
し
さ
に
接
す
る
と
き
、

自
然
目
頭
が
熱
く
な
る
。
今
健
康
で
ピ
チ

ピ
チ
し
て
い
る
人
も
、
や
が
て
誰
も
が
老

い
て
い
つ
ど
う
な
る
か
も
分
か
ら
な
い
。

い

す

ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
、
背
も
た
れ
の
椅
子
、

し
ゅ
う
と
め

段
差
無
し
、
ほ
か
、
今
、
自
分
が
姑
を
介

護
す
る
立
場
で
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
経

験
、
勉
強
中
で
あ
る
。
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

装
着
の
か
た
へ
の
配
慮
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
便
利
な
携
帯
電
話
だ
け
ど
、
電
車
、

病
院
で
は
や
め
て
ほ
し
い
。

　
こ
れ
か
ら
好
季
節
、
体
力
回
復
目
指
し

て
外
に
出
て
、
松
林
、
海
、
芦
屋
川
な
ど

自
然
と
親
し
ん
で
い
こ
う
。
自
分
一
人
く

ら
い
と
思
わ
な
い
で
自
分
の
ご
み
は
持
ち

帰
り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講
師、
出演、�費用(記載の無い催しは無料)、	持ち物、�申し込み、
�問い合わせ

広報紙等に使用する写真を募集します
内　容　市内の情景・出来事を題材にした写真
応募方法　プリント（４つ切まで）した写真の裏に撮影日時、撮影場所、住所、

氏名、電話番号、状況説明（10 0字程度）を別紙に明記し添付の上、
広報課へ。応募は撮影者に限ります。応募作品は返却しません。

※著作権は撮影者にありますが、写真を広報紙、ホームページ、広報チャンネ
ル（CATV：９チャンネル）等に使用することがあります。作品が採用され
たかたには、『芦屋今むかし』（平成２年芦屋市発行）を進呈します。

問い合わせ　広報課　138-2006（〒659-8501　精道町7-6）

ギシギシの花穂（左）と新芽（右）

ヒメオドリコソウ

「星の瞳」に改名したいオオイヌノフグリ
こうがん

（「ふぐり」は睾丸の古名）

満開のセイヨウカラシナ満開のセイヨウカラシナ�満開のセイヨウカラシナ�


